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沿線市町に多くの企業が⽴地、都城市の製造品出荷額は4.4倍に
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宮崎県の進出企業数の累計

宮崎県内の⼯業団地の⽴地状況

【宮崎県】製造品出荷額 【都城市】製造品出荷額

出典︓宮崎県 企業⽴地課提供資料を元に作成

出典︓「宮崎県 統計年鑑」出典︓「宮崎県 統計年鑑」

宮崎⾃動⾞道の各インターチェンジ周辺
や沿線に⾼木⼯業団地（都城市）、宮崎
フリーウェイ⼯業団地（⾼原町）など
相次いで整備され、九州北部や港湾施設
とのアクセスが良好であることを強みに
製造業や、流通関連業の企業⽴地が進み、
地域経済の活性化や雇用機会の拡大
につながりました。

宮崎県 県土整備部 ⾼速道対策局

 宮崎県における⼯業団地の⽴地件数は増加基調にあります。企業⽴地件数は、2020年には

900社を超え、そのうちＥ10 宮崎⾃動⾞道の沿線 5市町が約6割を占めています。宮崎県

では、製造品出荷額が 1981 年のＥ10 宮崎⾃動⾞道の全線開通時から約 2 倍に増加しています。

なかでも、沿線の都城市では、約4.4 倍に増加し、

地域経済の活性化に貢献しています。


